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課題の設定そのものに独自性が希薄であるが、アプローチとして分散的な解決法を提案したことは評

価できる。グローバルな通信セキュリティについて、若干、研究成果を実証しにくい部分もあるが、概

ね所期の目的を果たしていると判断できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 


